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開発動機・目的

一般消費者が印刷物の品質に対して目が利くよ
うになってきた

 ライトインキを用いた安価なインクジェットプリンタ（６
色・７色インキ）の普及

 コンピュータディスプレイ(72dpi,フルカラー)の方が、
オフセット印刷(2400dpi,４色のインク)より美しく見え
る。

低コストで高品質な印刷物が望まれている．



開発動機・目的

高品質の印刷物を、コストや印刷難易度を上げ
ることなく提供

 基本的にソフトウェアの追加だけなので，新たな設備
投資は必要ない．

あらゆる印刷物に適用可能

 スーパーマーケットのちらし，新聞印刷から高級画集
写真集まで



アダプティブスクリーニング技術の特徴

 階調と細部の再現性に圧倒的にすぐれている

 特殊な印刷機は製版装置を必要としない

製版ソフト(RIP)を入れ替えるだけでよい

 簡単に印刷できる

商用印刷であればAM175線（従来の印刷方法）がき
ちんと刷れる程度の技術があれば十分



プリプレスでの技術の位置づけ

PDF原稿など

色分解・レンダリング

版ごとの８bit連続諧調画像

スクリーニング

版ごとの１bit網点画像

プレートセッタ

刷版

RIP処理



印刷用製版の手順:色分解

CMYK分解：原画像をシアン(C),マゼンタ(M),黄(Y),黒(K)の
４つの色成分に分解

C M Y K



色成分ごとに網点画像を作る

C M Y K

C M Y K

スクリーニング



網点画像をもとに印刷

印刷イメージ 原画像

C M Y K



スクリーニング技術の比較

 ＡＭスクリーニング（最もよく用いられているスクリーニン
グ）
 ドットの大きさで色の濃度を再現

 ドットが大きいほど濃度が濃くなる

 ＦＭスクリーニング
 ほぼ同じ大きさのドットの個数（単位面積あたり）で濃度を再現

 ドットが多いほど濃度が濃くなる

 アダプティブスクリーニング
 網点形状は，ＡＭとＦＭのハイブリッド

 ＦＭスクリーニングに比べ，ノイズがすくなくざらつかない

 ４版（色）の掛け合わせを考慮し，混色がなめらか．



AMスクリーニングの問題点

目障りなロゼッタ (亀の甲羅状の模様)が発生す
る

 トーンジャンプ(階調が階段状に変化する)

 ドットのつぶれ（ハイライト側，シャドウ側）

線切れ

モアレが発生（特に，高線数の場合）



AMスクリーニングの問題点

ロゼッタモアレの出やすい画像
メタリックや人肌



トーンジャンプとドットのつぶれ

小さすぎるドットは
紙に転写されない

隣接するドットが
急に接触する

小さすぎる白抜けは
ドットゲインでつぶれる

原画像



ＡＭスクリーニングとアダプティブスク
リーニング

AMスクリーニング

新聞印刷サンプルのスキャン画像

アダプティブスクリーニング



FMスクリーニングの問題点

 2次色・3次色（混色）が大きくざらつく．

 トーンジャンプが発生する．

周期的なバンディングが発生する．

 ノイズ成分が多い．

ハイライト部でドットが欠ける．

シャドウ部の白抜けがつぶれる．



アダプティブスクリーニング

CMYKの版のかけあわせ(2次色、3次色)を考慮
中間階調や2次色・3次色のざらつきがない
ドットが大きく、ハイライト部でのドット欠けがない
白抜けが大きく、シャドウ部での白抜けがつぶれない
周期的な模様やバンディングが発生しない
モアレが発生しない
画像は低解像度でよい(商業用印刷なら240dpi程度,

AMは通常350dpi)
インキの使用量が削減できる



ＦＭスクリーニングとアダプティブスク
リーニング
 他社製とアダプティブスクリーニングの比較．網点面積率

CMY各４０％ (2400dpi) ３００ｘ３００



網点のノイズ分布

他社製ＦＭスクリーニングとアダプティブスクリー
ニング(30μ相当）の比較．網点面積率CMY各
４０％ (2400dpi)



特徴比較

○

ざらつかない

×

ノイズが多く，特に混色
でざらつく

○

ざらつかない

ざらつきやなめらかさ

○

細部の再現性が高い

○

細部の再現性が高い

×

ドットが粗いので細部の
再現性が低い

細部の再現性

○

ロゼッタが発生しない

○

ロゼッタが発生しない

×

目障りな模様が発生

ロゼッタの発生

○

トーンジャンプが発生し
ない

×

トーンジャンプが発生

×

トーンジャンプが発生

階調の再現性

アダプティブスクリー
ニング

ＦＭスクリーニングＡＭスクリーニング

○

発生しない

×

レーザヘッドと干渉する
ムラが発生

×

高速印刷すると

モアレが発生

干渉モアレの発生

○

印刷が容易

×

印刷が困難でさまざまな
障害が発生する

○

印刷が容易

印刷適性



スクリーニングサーバによる運用

PS，PDF
などの
原稿

Adobe
Harlequin
Trueflow
などのRIP

2400dpi
8bit
TIFF

既存のPostscript(または互換)RIPシステム

2400dpi
1bit
TIFF

2400dpi
8bit
TIFF

アダプティブ
スクリーニング

アダプティブスクリーニングサーバ

補正
カーブ
データ

プレートセッタ 刷版

ネットワーク転送

ネットワーク転送



特許の説明（1）

発明の名称：ハーフトーン化処理方法及びハー
フトーン化処理システム

特許番号
 特許第4108517号 （登録査定 平成２０年３月３日 ）

 特開2004-304543

 特願2003-95531 （出願 平成１５年３月３１日 ）

出願人：中野浩嗣



特許の説明（2）

 【請求項１】各画素の輝度が多値で表される原多値画像を各画素の輝度が
二値で表される二値画像に変換するハーフトーン化処理方法であり、各画素
ごとに任意の輝度値を有する二値画像を走査して二以上の画素から成る画
素ブロックを特定する特定ステップと、二値により表される輝度の組み合わ
せから成る複数の組み合わせパターンを輝度値パターンとすると、各輝度値
パターンごとに、前記特定ステップにおいて特定された画素ブロックを前記輝
度値パターンで置換した場合に得られる二値画像に対し二次元フィルタ処理
を行うことで得られる復元多値画像について、原多値画像との誤差を計算す
る誤差計算ステップと、前記誤差計算ステップにおいて計算された誤差が所
定条件を満たす輝度値パターンで、当該画素ブロックの輝度値を更新する更
新ステップとを備え、所定の条件を満たすまで、前回の更新ステップにより輝
度値が更新された二値画像を走査して次の画素ブロックを特定し、当該画素
ブロックが特定された二値画像を用いて前記誤差計算ステップと更新ステッ
プを行い、前記誤差計算ステップでは、前記画素ブロックを前記輝度値パ
ターンで置換した場合に得られる二値画像において、画素の輝度値の配列
が所定の配列条件に適合しない場合は、前記誤差に所定値を加算すること
を特徴とするハーフトーン化処理方法。

 請求項数８



特許の説明（3）

各請求項は，網点画像を生成するアルゴリズム
の構成法に関するもの

アダプティブスクリーニングソフトウェアの基本ア
ルゴリズムになっている．

特許明細書には，網点生成法の必要条件だけ
記述
 特許明細書を読んでも，アダプティブスクリーニングを
実現することはできない．

 開発したアダプティブスクリーニングソフトウェアを購
入する必要あり．



ビジネスプラン

 主な顧客は印刷会社と新聞社

 アダプティブスクリーニングサーバのレンタル
 従来のFMスクリーニングソフトウェアの販売価格帯は、１本あたり１０
０～３００万円程度

 アダプティブスクリーニングサーバをハードウェア込みで年額５０万円
でレンタル

 市場性

 全国の印刷会社は約５万社

 その１％（５００社）が導入すれば，年額２億５千万円の売り上げとなる

 レンタルするハードウェアはサーバータイプのパソコン．原価は２０万
円程度

 ソフトウェアは開発済みなので，追加開発費や設備投資などは必要な
い．（但し，品質改善は継続して行う）



技術の完成度

ソフトウェアは完成している

自動車メーカのカレンダーを印刷し，販売会社に
配布

テスト印刷により従来のＡＭスクリーニングやＦ
Ｍスクリーニングより優れていることを実証

 同じ絵柄で，新聞用ＦＭスクリーニングと新聞用アダ
プティブスクリーニングを印刷して比較．階調の再現
性や滑らかさにおいて圧倒的に優れていることがわ
かった．



要望事項

新聞社や印刷会社への紹介

ビジネスパートナーの紹介

プリンタメーカ，印刷機メーカとの共同開発

 オンデマンド印刷機


